
 

 

 

 

〈柏市消費者教育推進連絡会について〉  

 目  的  柏市の学校における消費者教育の推進  

 委  員  柏市教育委員会，小･中･高等学校教員  

 事務局  柏市消費生活センター（６名）  

 

 

６月３０日（火）午後３時から沼南支所５０２会議室で開催いたしました。  

テーマ「ウェルビーイングで持続可能な社会に向けた消費者教育の必要性」  

            講師：川村学園女子大学  生活創造学部  生活文化学科    

                教授   齋  藤  美重子   先生  

  齋藤教授から日本の消費者教育の背景や歴史的変遷，  

 消費者教育推進法，情報を見分けるための「クリティ  

 カルシンキング」の必要性，エシカル消費の捉え方，  

 次期学習指導要領に向けた論点整理などの御指導をい  

 ただきました。その後，委員が２つのグループに分か  

 れ，ブレーンストーミング及びＫＪ法を行いました。付箋に消費者教育からイメージ  

 することやキーワード，アイデアを書き，紙に貼り出し，グループ分けをした上で発  

 表し，授業づくりのイメージを高め合いました。  

 

 

 

指導課  
麻生  織江  課長  風早中学校  丸山  貴弘  教諭  

桑澤  淳  指導主事  富勢中学校  安藤  圭彦  教諭  

旭東小学校  日野  翔太郎  教諭  柏第二中学校  前田  枝里  教諭  

風早北部小学校  西山  佳代子  教諭  酒井根中学校  高橋  リコ  教諭  

富勢西小学校  森  匡史  教諭  市立柏高等学校  佐藤  崇  教諭  

豊小学校  青山  由佳  教諭  県立東葛飾高等学校  富永  翔馬  教諭  

柏第一小学校  清塚  勇希  教諭  県立佐倉高等学校  佐藤  一樹  教諭  

事務局  

柏市消費生活センター  

髙田  尚子  所長  後藤  博子  係長  宇佐見  文夫  相談員  

立花  正志  所長補佐  平野  良輔  係長  小笠原  健太  主任  
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授業づくりのためのサイト  

学校教育における消費者教育の推進について 麻生課長より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校現場では，教科指導に加えキャリア教育や情報教育，主権者教育，プログラミン

グ教育など様々な教育が加わり，消費者教育もその中の一つである。カリキュラムが飽

和状態になっていると感じることもあるが，子どもたちも消費者の一人であり，消費者

教育は推進しなければならない。多くの児童生徒がスマートフォンを所持しているとい

う実態の中，いつ何時，消費者トラブルに巻き込まれるかもしれないという現実がある。

その現実に対し，教育という手段を通じて子どもたちを守っていくこと及び児童生徒の

力を高めていくことはとても大切なことである。全ての学校に広めていける持続可能な

消費者教育の推進ができればと考えている。自分たちだけの実践で終わらせることなく，

多くの先生にも広がるような授業の提案をお願いしたい。とのことでした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまで委員を務めていただいた先生方が実践した消費者教育授業の資料を，

消費者教育ポータルサイトに掲載しております。詳しくは下記のＵＲＬか右側

のＱＲコードを参照してください。  

https://kashiwa.ed.jp/scenter 

〈発行・問い合わせ先  柏市消費生活センター  電話  ０４－７１６３－５８５３〉  

※ウェルビーイングとは，  

 身体的，精神的，そして社会的に「満たされた良好な状態」を指す概念です。  

・多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感じるとともに，地域や社会が幸せや

豊かさを感じられるものとなるための教育の在り方  

・幸福感，学校や地域でのつながり，利他性，協調性，自己肯定感，自己実現等

が含まれ，協調的要素と獲得的要素を調和的・一体的の育む  

・日本発の調和と協調 (Balance and Harmony)に基づくウェルビーイングを発信  

    

 

 


